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I 前書

牧草収獲作業の分野よ b、乾草サイレージ給与方式とへイレージ方式との比較を行う陀当り、基本的

忙当面するととは調査結果の単在る集計よ bの比較は無理であると云うととである。即ち牧草の収獲作

業は飼料体系の差以外K経営規模、機械化体系、地形、実候、運営方法の違いによれ作業能率、効率

陀大差を生じ、経済性の比較は困難に在る。他方我国の大型機械使用技術、機械化を取り巻〈諸条件も

多〈の問題を残してj:，-，.b，機械の能力は十分陀発揮されてい左いと云っても過言で左い。とうした実情

を考え次の二つの調査を行った。その一つは作業日誌によるものであれ他はストップウォッチ陀よる

作業の追跡調査であるo 日誌は牧場の好意Kよれ当方K好都合左ものを依頼して、とれにより全体的

K見た場合の移動日数、作業面積、作業量等の解析を行うとととし売。また後者によ b作業内容実態、の

詳細左検討を行左うとととした。

以上の調査結果を参考忙して作業体系を想定し、給与体系、作業体系毎の利用面積と面積当り機械利

用経費の比較を行った。従って作業能率等は現実K即しつ込も近き将来、到達できると考え得る範囲で

の能率的運営が行われた場合をも考慮しているので各牧場での実態は計算値よりも下廻る場合もある。

E 調査結果の概要

I 調査牧場の概況

調査牧場はへイレージ体系として白金、司11子府両模範牧場、サイレージ体系としては日高種畜牧場、

パンカーサイロとしては十勝中部地区対見模草地、襟裳肉牛牧場の 6牧場である。十分の資料を得られ

左かったものを除いて、それぞれの牧場の特徴を列記すると次の通りである。

(1) 白金牧場は既陀完成を見ている牧場で、総圃場面積 2会 5.8h a中、採草地 60 h a、放牧採

草兼用地 93 haが機械の主左対象牧草地と左っているo 4 3年は生草換算でへイレージ 25 1 2. 5 t 、

乾草38 5. 5 tを収納しているo 採草地の傾斜も少〈形態も整ってj:，.， b，比較的、恵まれた環境にある

と云えるo ヘイレージの収獲体系は 2日体系として 50%水分を保持するととK重点を置き、デッタ

類等も活用されているが、後述するように作業体系は乱れ勝ちであるo

(2) 訓子府牧場は採草放牧兼用地 (A型造成地 )300ha，放牧地(B型造成地 )130ha，

を完成年度(4 6年)の目標面積とする牧場であるが、本調査は 45年度の調査結果であれ本年度仕
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A型造成地内の 88. 7 haを採草している。採草地と基地との距離が遠〈最大企Kmの処もあり地形も前

者より劣っている。本牧場では 50.5塩水分の確保K努めると云うよ b寧ろ収穫体系が 2日とまるとと K

重点を置いている。従って 1日の刈取面積も計画K従って 2--3haを基準としているo 完成時の機械

規模は白金と似たものに在るが、現在は表-lAVC示すが知きものと在っている。刈取は高能率の牽引

型のモーアコンディショナを使用し、濁般は 5.5トン積みの荷下し装置を持ったトラ yクに主体を置き

会輪トレーラも活用しているのが特徴である。サイロ 4.5本K対するトラック 1台と 4台のト νーラの

運搬台数の比率は大体半々との実績を示している。左金牧場職員は場長以下?名で、牧草収穫期聞には、

アルバイトや実習生、職員の家族の応援をえて可作業を行っている。

(3) 日高種畜牧場は飼育牛頭数1.0 0 0頭で、採草地 4 2 8 haを持っているが、乾草収穫に重点

を置き延 36 1 haを収穫しているo サイレージでも 15 0 h aを収穫し、絶対量は少〈左い。牧草地

は山麓にあり高低差で 8段に別れて卦り、北は高台で傾斜地が多〈、南の低台は本牧場の採草地の主軸

と在っているo 東西 6Km、南北1.2--2KmVL及ぶ広大在地積を占めて主;>.!?，畜舎からの距離は、 4Kmを

超える場所もある O 従って運搬作業が大き左問題である。

本牧場の如き規模と在ると、天候を考える余裕は左〈、作業可能左限り、作業を続ける必要があり、

3 0 haを単位として処理している。 2日は刈取b専門とし、 3--5日は調整、最後の 2日で梱包する

との大組みをしているo 天候条件K応じて、 30 haの中Kフォレジ・ハーベスタを稼動させると

ともあるととは言うまでも左い。

(4) えりも牧場は 5団地を対象とし、完成時はA型草地(採草放牧兼用地)1 6 1 ha、B型(放

牧専用地)8 8 ha、C型(放牧専用地蹄耕法)9 0 haを目標とするパンカーサイロを中心とする肉

牛牧場であるが、調査年度は初年目 K当b機械類等も整備されてい左い状態であった。傾斜地も多〈、

運搬路も坂道が多〈、条件は良好とは云い難い。サイレージの収穫作業はフレーJレ型チョッパの直接

刈りであれノミンカーサイロえの荷下しも便利K出来ている関係土、作業能率は高い。

(5) 十勝中部地区大規模草地はパンカーサイロを利用して金れ完成時の草地造成面積は採草放牧

兼用型 689 ha、放牧型 391ha、と云う規模のものである。

年間作業計画の基本的考え方としては乾草とサイレージの収穫期間を分けて集中的K作業を行ってい

る。即ち例えば 6月21日よ b月末まで‘は乾草、 7月 l日よ.!?1 9日まではサイレージ、以後 8月中は

乾草という方法である O 特K乾草は 8月中下匂K集中的Kメu取れ長牧草のま込随所Kスタックとして

貯蔵し、 9月中下句Kベールして収納しているo

調査は 44年K行ったが、機械が整備されつ Lある状態で作業体系Kついてはまだ確立されてい左い。

(6) 大楽毛畜産センターの収穫作業は大楽毛農業機械センターの請負作業で行われているo 全作業

能率を支配するフオレジハーベスタの能率K合せたトレーラ台数の投入が行われてなり、 8台のワー

ゴンまで投入された実績がある。とのよう K、ハーベスタを遊ばせ左い合理的左作業体系が組まれてい

るが、都合Kよb実質的調査は殆んど行左え左かった。
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2 機械の稼動実態・作業時間等

表 -1は各牧場の作業面積並び陀機械の所有台数と利用時間を示し売ものである。牧場陀よ bトラク

タ1台当bの稼動時間陀大差があるのは夫々の牧場で事情が異る外、集計法陀も差があるとと陀よるo

例えば訓子府は牧場が完成してい左いが、トラクタは予定台数が既に導入されているのみ走らず、へイ

レージの運搬にトラックを入れているとか、刈取り作業は能率的左モーアコンディショナを利用してい

るとと等によれ 1台当り稼動時聞は僅かに 124時聞に止まっている。日高種畜牧場は1.0 0 0時間

を超えているが、施肥、その他雑作業全部を含んでいる外、実動で左〈拘束時間を示しているかとも思

われる。

各作業機の作業能率は最も興味のある問題であるが、日報の整理によるものと追跡調査忙よるものと

を表-2trc整理しである。モーアも各種のものがあるが、運転日報よ bの平均値では 6フートで日高種

畜場のものは 0.53 h a/hと出ているのが追跡調査では 0.64と約 20%低〈左っている。 7フートで

も同様の差が見られる。とのよう左差が一般には見られるものである。在来モ-7trc対して白金で使用

されているバランスモーアは、高能率と左っているが、表-3の1.6 ha/hとは大変左差である。その

理由は僅か左テストと、実際との差であり大規模草地として、やむを得左い点もあるが、草の生育むら

があれ部分的に草量の多い地点(肥料の積下しの際にとほれ売処と思われる)ではつまり、停止が予

想外陀多く能率低下の原因と在っている O との点速度の選択、ナイフの調整等研究の余地も残されてい

るが、将来ディスクモーアの検討が必要かとも思われるo また折角のロータリモーアとか、高速モーア

等のよう K高速で使えるとしても闘場の凹凸等で速度を上げ得をい点も看過できをい。採草地の造成陀

は特Kとの凹凸のでき左い工法を検討する必要もあるし、!早い機会K年次計画をたてて耕起更新して再

整備を行う決意も必要ではをいかと思われる。訓子府では牽-引式のモーアコンデ、ィショナを有効に利用

している。との能率は 0.75 h a/hと在っているが、コンデ、ィショナ作業も同時K行っているので¥能

率は低〈左い。大規模草地程度の規模に左れは¥とれを更に自走式にすると合理的に在るととは後述の

通 bである。

ヘイコンディショナは大体モーアと同じ速度で使用されているが、草・のつまる回数は少ない。しかし 1

回ヲまると約 50秒を要し、モーアと同じ位の能率と走っている。白金の例でも見られる通り利用面積

が以外陀少左いことは問題があるoとの機械はへイレージ作業はともかく、乾草K対しては効果があれ

共同利用牧場等では活用すべきものであるが、作業K追われるふとかく使用し左〈左る。従って後述

の如〈自走式モーアコンディショナの利用は牧草の質の面よ b見ても意味深いものに左るo

フオレジハーベスタはヘイレージ体系での主役を在す機械であれ白金では 2台が用意されている。

との程度の作業量では 1台で間虻合ぃ、 1台は予備機的左ものと在っているO フオレジハーベスタの能

率はトラクタの大きさ及び、運搬体制、能力と深い関係があるが、表-2trcよると平均 0.4--0.5 ha/h 

と推定されるo フォード 5.00 0を使用している白金では 6伽切りに対して図ー 1の如き結果を得てb

b、 5.._， 6トン/時が瞬間限界能力で、ある。左ほとの機械はナイフの切れ味の維持陀努め左いと長切り
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のものが出て、特忙ハーベストアには好主しくまい結果を招〈。従って参考試験としてナイフの摩耗と

切断長との関係を調査してみた。図-2はナイフ研摩後約 4トン刈取った時と約 B0トン刈取った時の

切断長の分布を示すものである。前者では全材料の 80%は14mm以下と左っているが、後者では 20 

伽以下Kしてやっと 80%の材料が含まれるととに左れ両者聞の切長さの差は顕著陀現れているo 左

b図-BVC訓子府での切断長を示して会〈。

表-3は作業追跡調査を行ったものの外、 2 ・3の参考データを加えて示した各作業機の作業条件と

か能率等を示すものであるo 訓子府のフオレジハーベスタでも 1回目の調査では 0.76 h a/h、8回目

では 1.1 0 h a/hと大変左差を示している。

訓子府での調査結果を今少し前田に検討して、作業能率K及ぼす要因の 2 ・8を例示してみる。調査

牧草地は図-4の如〈不規則左形状の圃場であるが、破線は排根線の位置を示し、牧区を区分している。

一番草の刈 b始めは 6月17日で必 1牧区より実線Kぞって矢印の方向K作業を行左っていゐ二番草は

9月 25日より始まっているo 作業順番は牧草の生長Kあわせて行左うと云う合理的左方法をとっている。

表-4で見られる通り圃場内の総作業時聞に対して実作業時問、回行時問、停止時間の割合はへイマス

タの刈取りではそれぞれ 50%、 45.5 %、 4.5%であれ 2回目の例では 54%、37%、 9%VC在

っているo とのように実作業時聞は総作業時間の 1/2しか在いととK注目せねば左らぬ。とれは圃場

の形陀よっても大差があるし面積も関係するから一概に云えぬものである。例えば縦・横比と回行作業

の総作業時間陀対する割合陀ついては図-5のよう左関係が見られ売。

表-5は作業日誌より調査した 33例の集計結果であるが、刈取りでは平均能率は 0.75 h a/h標準

偏差 0.27 h a/hで 36%の変異率と左っている。同様陀他作業も 56--35%の変異率を示して会り、

同一牧場VC:t-，いてい条件による差は少〈左い。

図-6は圃場の大きさと作業期間日数との関係を示したものであるが、とれを 8領域に分割してみる

と興味深いものが出てくるo Aは雨の影響を受けて作業が遅れ売所、 Bは普通の条件下の場合、 Cは必

要とする労力を注入して能率の向上を計り得た場合である。 3havc大体 2.5日を要するが、雨K会う

と2haVC5日も費して:t-， .!?，天候等の影響を知るととができる。

図-7は材料の運搬台数とか、作業量より見た訓子府の牧場での推定収穫量が収穫期によっていかに

変化するかを示したものであれとの収量も作業能率を支配する要素と左る。 6月中匂から 7月はじめ

に掛けての成長が著しく、 8月中匂よりは牧草の黄化によ b収量の漸減する傾向を見るととができるo

図の中 K収穫作業の進行率を示してあるが、一番草で全収穫の 85%を収納しているととが示さ

れている。

左ほ参考までにタコグラフによってトラクタの実勤時間及び燃料の消費率を調査したので、図-8で示し

てなく。トラクタの実幼時間はタコグラフで記録させたものであ b、横軸はトラクタのアワメータ K示された

時間である。作業の種類Kょb両者の関係は異在るが、へイマスタでは図の如く y=1.21xの関係を見

るととができた。また燃非ト消費量も図の如〈アワメータと強い相関を見出し得るととは当然であるo
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表-lA 各牧場の牧草関係作業時間集計表 (1969--1970) 

l
u
u
l
 

/ 

白金模範牧場 訓子府模範牧場 日高種畜牧場 襟裳肉牛牧場

台数 作業時間 作業面積 台数 作業時間 作業面積 台数 作業時間 作業面積 台数 作業時間 作業面積

h ha h ha h ha h ha 
モーア 2 212.5 189.9 1 一 一 5 1. 004.9 463.0 一 144.8 94.8 

モーアコンディショナ 。 l 150.1 105.0 。 ※※一 。 一

ヘイコンディショナ 1 31.5 。 一 一 2 一 一 一 一 一

ヘイデッダ類 8 168.0 一 1 13.1 一 6 298.7 302.5 一 231.6 98.7 

ヘイレーキ類 2 144.5 一 1 124.4 105.0 2 483.4 324.3 一 133.8 94.8 

ヘイベーラ 1 76.5 3 8.1 1 。 O. 8 477.3 3 61.3 一 73.9 93.1 

フオレジハーベスタ 2 235.8 1 51.8 1 169.0 105.0 2 '. 413.3 149.2 一 268.9 1 15.9 

トレーラ・ワゴン 4 836.5 一 会 ※※ 160.6 105.0 一 一 一 一 682.2 223.7 

フオレジプロワ 1 ※37.0 一 1 1 27.7 105.0 2 502.1 。 一

その他 ※※82.5 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

計 一 1. 824.8 ム153 744.9 ム82.7 ー 一 ム42.8 一 1.535.2 ム11.1

トラクタ 5 1.824.8 一 6 ※ 744.9 一 12 ※ 12.145.2 一 6 ※4，062.4 一

トラック 2 一 一 1 一 一 1 一 一

トラクタ 1台当時間 一 364.9 一 124.1 一 一 ※1.012.1 一 一 一 一

(集計 日数 ) 一 83日 か19--9-/s0 11 7日 かi6--1V9 一 一 一 一 一 一

※動力はモータによって行左う りふ・乾草調製は外注により行左わ ※牧草関係以外の作業を含む ※トラクタ稼動時聞は男|陰集

が故障時トラクタを使用した時 れ、記録左し ※※ 1 9 7 0年導入し売。 計、期間 6/1--10/10日、全
備 考

聞のみ ※※トラックの運搬時間を含む 稼動時聞の集計値で移動整備

※※主として施肥 等時間も含む

注:各牧場運転日報ょ b集計 ム印は採草計画面積



表-l'B 十勝中部地区大規模草地の乾草及びパンカーサイレージの調製作業の集計表

イ乍 業 名
トラクター

延作業人員 延作業時間 平時均作業間 摘 要実働時間

時間 人 時間
7時.09 分乾草調製作業 モ-7 2 0 3.0 3 3 2 3 6. 0 乾草総出来高 30 9.7トン(W'M25%) 

フレー Jレモーア 7 5. 2 1 6 8 8.0 5.3 0 生草量(80%水分)に換算すると 990トンである。

テッダ 2 1 9.0 5 1 2 2 5. 0 4. 2 5 

レーキ 1 0 0.5 3 1 1 1 2.3 3.37 

ヘイフオーク 1 1 4. 0 3 3 2 2 2. 5 6.4 5 

ベーラ 2企 3.0 1 1 7 5 5 O. 5 4. 4 2 

運搬 6 2 6.8 242 1. 5 2 2. 0 6.1 7 

0;. 
堆 積 。 1 5 6 6 6 9.1 4. 1 7 

計 1 5 8. 5 0 679 3， 6 2 5.4 5.2 0 

乾草 1t on当り 5. 0 6 2.1 9 1 1.4 3 

生草換算 1ton当り 1.3 6 O. 6 9 3.4 0 

パンカー グラスチョッパ 2 4 0.5 6 9 5 4 2. 5 5 2 

サイレージ調製作業 運搬 7 0 2.5 1 7 0 9 2 5.4 2 7 

積めとみ 8 6.0 1 6 3 1. 1 3 8. 0 5 9 

言十 1. 0 2 9. 0 4 0 2 2， 6 0 5. 9 8 9 

生草 1ton当り 5 3 '0.3 5 2.1 6 



表-2 作業能率調査結果一覧表 (1969'-"1970) (h a/hr) 

必1喋童\\\作\業機~\\~~、\\\規格~調査¥法、
追跡調査 運転日報平均値 備 考

ピットマンモーア 5ft ③ o. 5 3 ③ 0.4 1 <調査地区>

メリ " 6 11 ③ 0.6 4 ③ 0.5 3 ④ O. 3 7 ①白金模範牧場

" 可" ③O. 5 5 ③ 0.4 6 ②訓子府模範牧場

バランスモーア 7 " ① O. 7 6 ③ 0.5 8 ① O. 8 9 ⑤ O. 6 5 ③農林省日高種畜牧場

取 フV-}レモーア 5 11 一 ④ 0.3 1 ④十勝中部育成牧場

モーアコンディショナ 9ft ②1. 2 2 ② O. 7 5 ⑤襟裳肉牛育成牧場

乾促 進燥 ヘイコンディショナ 一 ③ 0.8 0 ①1. 2 1 ⑥大楽毛畜産センター

ワッフラ 5 f t ① 0.5 3 ③ 0.9 8 ① 0.9 1 ③1. 0 0 ⑤ O. 4 3 <備考>

反 ヘイメーカ 一 一 ③ O. 7 5 -表中の数値は作業能率ha/h

転 4輪ジャイロテッダ 一 ② O. 9 3 ① 0.3 0 ②1. 5 5 -ピットマンモー7"6f tは腹装・後装を含

6輪 " 一 ③1. 3 3 む

集 6輪フィンガホイール 10ft ① O. 9 5 ③1. 0 8 ③ O. 7 5 ⑤ O. 7 0 -調査圃場面積は最小3haと左って:;J:，..， b"¥ 

草 斜円筒デリバリレーキ 8ft ②1. 3 3 ④ O. 7 0 面積の影響を無視した。

梱包 コンパクトベーラ 一 ① O. 4 7 ① 0.5 0 ⑤ O. 7 6 ⑤ O. 9 5 

ダイレクトカット式 5ft ⑤ O. 5 7 ⑥ 0.3 5 ④ O. 3 0 ⑤ 0.4 3 
細断

ピ.'Yクアッフ。式 一 ① O. 4 4 ② O. 5 3 ① O. 6 4 ② O. 8 3 ③ 0.3 6 
E 



図-1 FHの供給量と動力
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図-2 フオレジハーペスタのナイフ研摩後の

切断長変化(白金牧場〕
図 - 3 フオレジハーペスタでの切断長(訓子府)
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表 -3 作業追回

l 毛
l 1 λ1  ~ 8 11 

各
(北大種・畜大・北試農試)

験

オワトナへーイ インター自走式
フリォヤーーモドーァ Aバfラyンタース・モーアマスタ

2.5m 3.0m 1.8m 2.1m 

2.5m 3.0m 一
2.0m/s 1.8m/s 

上b2.5m/s 上り3.4m/s

下り2.8 " 下りh8V.8hp 
1.01ha/h 1.1 6h a/h 1.6 

ジ胃ーンイデコ忌dデアン ヘイメーカヘ ョナ

(1.8mモーア巾) (1.8mモーア巾)1

3.0m/s 2.3偽 /s
ヘイコンディZアョナ12hbaa/A4h 1 

0.6........0.8 h a/h 1. 6""""1. 2h a/h ワツフラ 1.6h 
シリンダテッダ 2.2h 

フオデーリトサパイリレドーキ パンフォード 6リール

2.2m 

1. 8........2.0m/ s 

0.8........1. 2 h a/h 1. 3........2.0h a/h 

モーア類

機種名目1

理論作業幅 li
実 作 業幅

実作業速度 l

実作業能率 11

理論作業能率

テッダ類 1 

機種 名 1;

理論作業幅 11

実作業幅 1I

実作業速度 1:

実作業能率

理論作業継 li
レーキ類

機種名

理論作業幅 1:

実作業 幅 1

実作業速度 1I

実作業能率 1

1

理論作業能率 1:

ハーベスタ類 l' 

タスベ

1
1
1
1
1
1
8
1

名

中

中

度

業

業

速

種

作

三

業

論
ρ
l
作

機

理

実

実

実 作業 能率 I'/h
理論作業能率 IVh

トレーラ類

形 式

容

積載

名|ドレーラ

量 lix2，370
Eヨ

豆王

走行速 度 l

s 

平均積込時間

平均荷下時間 :c
運搬能率〆1.9Km 

4ーラ 11 ~…、ーー吋マ1・4m l 1NフFオ自吋走式

① 315ク/h 一 "'''--''''ミスタ

② 340 " 

③ 293 " 0.8悦 /s

平均 0: 6........0. 8 h a/h 

316ク/hr

四輪トレーラ

9. 1m3 

18.64kg 

665sec 

NF 717フオレジハーベスタ

ピックアップ

3.9 t (乾物)/h

0.9-1.2h a/h 

プロワ等

形式名 1I

作業法 11

作業人員 1
1

収 量均A 伽 11..'
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図 -4 採草地及び刈取牧区番号

K 5  <iil....__旬
一一ーーーーーーーーーーーーーー- ーー-

※ 

K5 

l 1.1 h a 5 2.0 h a 9 2.5 h a 1 3 4.0 h a 1 7 

2 0.9 6 3.0 1 0 6.0 14 5.0 18 

B 1.3 7 4.9 1 1 6.0 1 5 4.5 1 9 

生 2.8 8 1.5 1 2 7.0 1 6 4.0 20 
L 一一

表-4 訓子府大規模模範牧場での作業状況

i訳
実地測定 作業 作業時間内訳 総 作業 能率

(作幅皿業)16速作ず~e度業c) 
面 積 実作業回行停止 時間

(ha) ( 0 111) 1 ( 0 1/1) 1 ( 111) ( 0 111) Ula，.ペhr)

刈取 2.37 1.27 1.59 12508 1 17 22 801 25031 0.56 

2.50 1.48 0.86 4206 2916 702 11824 0.66 

拡 散 2.30 1.12 2.45 10947 537 22 11546 1.94 

集草 2.20 1.57 2.45 15059 1220 1 847 21 226 1.11 

2.20 1.80 0.86 3547 1142 645 5414 0.95 

収穫 一 0.5企 2.45 25527 1210 613 31350 0.76 

一 0.61 0.86 5 505 1137 649 11331 0.70 

表 -5 作業能率表(訓子府)

作業名 平均能率 Cha/h) 標準偏差 Cha/h) 変異率 C%)1 

刈 取 o. 7 5 o. 2 7 3 6.5 

集草 o. 9 0 0.3 6 4 0.3 

収穫 o. 6 5 o. 2 3 3 5.4 白A

吹 上 1. 1 1 o. 6 3 5 6.8 

-61ー

... 

4.0 h a 。 1.5 h a 

1. 8 h a 2 1 1.0 h a 

2.6 2 2 4.5 

4.0 2 3 4.0 

4.6 合計 82.7 h a 

一 一

備 考

I I、町は 6月測定

E Eは 9月測定

E 

E 

E 

E 

E 
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図-5 刈取b作業での圃場形態と回行時間の割合
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図-6 圃場の大きさとへイレージ作業期間日数との関係
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図-7 牧草の収穫期と収量との関係 )<17 
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図 -8 アワメータ表示量と実動時間並び K燃料消費量の関係
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3 刈取日を基準とした平均作業日数

刈取後、収穫まで忙要する回数の多少は総合的左作業能率Vては勿論のとと牧草の質陀も重大在影響を

与えるから、との圃場日数が何回陀在っているかを作業日報から集計したものが表-6であるO との表

は1枚の圃場を単位忙しているので'¥ 1枚忙 2日以上を要する場合が少〈左いから直接刈bを行ってい

る「え bもJでは平均 2.2日を要している。との刈取作業収穫まで忙要する回数がいろん左意味で重要

である。

ヨ11子府では刈取日数1.9日で収穫日は平均 2.9日であるから大体翌日収納の作業体系が維持されて

いるととK在るO 即ち前述の如く、へイコンを掛けているとと、牧草木分 50 %VC余りとだわらず作業

計画を重視しているととを示している。とれt'C対して白金は牧草水分を 50 %vて維持するととを主眼と

しているととふ刈取 b左ら刈取作業 K集中させて作業能率を高めんとした点もある為か収納ま

での日数が延びて.i，">IJ ...平均で 1.........2日の圃場放置日数を生じている点が対象的である。白金の場合を

更K詳細に示すのが表ー?であるO 所要日数1日とは刈取の日忙収納したものであれ 2日とは翌日収

納したものであるO との表Kよると 4日目(中 2日放置)以内のものが件数{面積共K大体 50%で、

10日以上K及ぶクースもあり、収納K平均 4.3日を要しているo

4 3年度のへイレージ調製日数と天候との関係について農場で集計したものを表-8VC示すが、との年

でも収穫には平均 3.9日を要してお、b、大体4日を要するものと云えるo とれらは 50%忙水分を低下

させるととすら容易で在いととを示す好例でもあるo

乾草の収納Kついて表-6をみると平均で 8.9日を要して.i，">IJ、乾草調製の困難性を如実忙示してい

るo 最頻日の 3.........4日K近づけるKは、人工乾燥機の活用の外Kは左いものと云えるO また一方、へイ

レージ体系の作業上の有利性も示されているととK在る。

表-6 刈取日基準平均作業日の調査結果

(1969.........1970) 

一一一 l 

~ 
刈取日 反転日 集草日 収穫日

件数
最頻日平均最頻日平均最頻日平均 最頻日平均

サイレージ 襟裳模範 1 2.2 一 一 一 一 1 2. 2 

へイレージ
ヨ蚕白白子裏金金府寝模模模範範範範

7 6 1 1.5 2 3. 2 2 3.8 8 4. 2 
3 5 1 1.9 一 一 8 2. 7 2 2.9 

乾草
1 5 1 1.8 2 6. 5 8 8. 7 8 9. 1 
1 4 1 1 2 4.9 4 6. 8 4 7.9 

※ ある区画内Uて始めてモーアを入れた日を 1日目として以後の作業日を決定し、平均値を算定した。
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表-7 刈取より収納までK費した日数

白金模範牧場昭和 44年

所回要数 作業件数 同左割合 同左積算値 作業面積 同左割合 同左積算値 備 考

件 % 
4E  

/r_α 
4.% 1 4.% 1 1 4.2 7.43 

2 11 2 2.9 27.1 30.69 16.8 20.9 

8 10 20.8 47.9 34.45 18.9 39.8 

生 7 14.6 62.5 22.39 12.3 52.1 無含も作件業数日1日を
8あり

5 6 12.5 75.0 30.65 16.8 68.9 1/ 

6 5 10.4 85.4 26.36 14.4 83.3 無ヰのf燥併日K21日日のを含本む2件|| 

7 1 2.81 87.5 5.00 2.7 86.0 無作業日 3日

8 8 6.2 93.7 18.81 10.3 96.3 無金fよ撲び目1、日5日J白

9 。 O. 93.7 O. O. 96.3 

1 0 1 2.81 95.8 1.80 1.0 97.3 無作業日

1 1 1 2.81 97.9 3.55 1.9 99.2 無作業日 6日

1 2 1 2.81 100.0 1. 60 0.8 100.0 無作業日 6日

言十 48 一 一 1 82.73 一 一
'一」ー

表-8 作業機男f!へイレージ調製日数と天候内容

白金牧場(昭和 43年 7月 1番刈)

面 積
刈取日/月 刈取後の調製回数※ 調製期間中天候

モーア ヘイコン ノ、ーベスタ 時 雨

( ha ) 
i仁与1、 ディショ ワッヲラ テッダ レーキ 調 製 く回も数り
数 ナ 総日数 日 数

1 2.5 ル々 1 1，4， 5， 5， 3， 2， イ

2 5.4 1y? 1 3， 4， 5， 3， 4， 5， 6， 2.，2，3，3， 1，2，2，3， 
8 2.9 ム7パ 1 3， 4， 4， 2， 2， 
会 2.8 νt7 1 2 ， 4， 4， 5， 2，3， 2，2， 
5 3.4 ムg~ 1 1 1 3， 4， 4， 2，2， 
6 4.6 ム1レ々 1 5 2， 3， 5， 2， 3， 5， 1 ， lt~ ， 1，3，3， 
7 10.75 12パ 1 生 1， 4， 5， 1，生， 5 1，2，3， 0，2，2， 
8 2.25 ム18/々 2 1 I 3 4， 4， 2， 2， 
9 11. 75 15.パ 1 1 I 1 ， 6 ， 2， 3， 6 2， 3， 6， 2，3，3， 0，0，3， 

1 0 1.6 16~ 1 6 I 6 ， 8 ， 6， 8， 6， 8， 3，3， 3，5， 
1 1 5.6 1'V今 1 2， 2， 1， 1， 
1 2 1.4 ム2lY〆7 2 3， 3， 1， 2， 
1 3 1 5.2 23/7 2 4， 5， 金， 5， 2，3， 2，2， 
1 4 4.1 8レ/守 2 1， 2， 1， 2， 1，2， 0，0， 

計74.25

|平均 5.3 1.3台 3.9日 2. 1日 1.8日

※ 刈取日を 1日目とした日数。ム雨量 1混成l上の日。
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4 期間内牧草収穫作業日数

表-9は日報よれ牧場として実際K休日(祝祭日とか休養日等〉とした日を除いた回数を基準とし

て牧草収穫作業を行った日を示しであるo 6月は日高以外は途中から作業が行われているから分母が

1 2日とか 13日と在っているo また襟裳、日高はサイレージと乾草の両者を収穫しているが、イ可れの

作業を予定しているか不明左場合もあるから、日高では両作業の分母は何れも 28日としているO また

襟裳の 9月のサイレーグ作業は 6日が判然としていたので 6日と在っているし、乾草の 25日も明かで

あったので 25日としてあるo との表Kよると調査年度は比較的天候K恵まれ、牧草作業でも 80%以

上の稼動率と在っている点が注目される。十勝中部では 44年 6月 21日.........10月 17日の全作業期間

1 1 9日中、作業日数は 10 9日で稼動率は 84%と高い値を示しているO 即ち曇天、小雨でもサイレ

ージ作業を行うとか休日返納Kよる努力の結果と云える。在軒、訓子府を'WUVLとり月男I!稼動状況を表ー

10VL示してが〈。

表-9 期間内牧草収穫作業日数

( 1 9 6 9--1 9 7 0 : 5月及 10月の作業除外〉

一一一一一一一ー 6月 7月 8月 9月 言十 稼動日割合

白金模，範 1l/I2 28/31 1ψ~7 2レ合o 83/100 83.0 
ヘイレージ

訓子府模範 10/13 2ν27 1V21 13/16 6ν'77 79.0 

襟裳肉牛 一16./19 7/8 V6  28/ 33 85.0 
サイレージ

日高種畜 24/28 11/27 25A6 2Y25 84A06 79.会

襟裳肉牛 12/16 ゲ 8 7/8 HV25 44/57 7 7.3 
乾 草

日高種畜 23/包8 23A7 2ν26 21/25 8ν106 84.0 

備考:介子は作業日数、分母は祝祭日を除〈期間日数

表-10 月男IJ作業回数(訓子府)

手ド 作 業 日 の 内 訳
月 日 数 作業日 非作業日

雨 日曜休日 肥料散布 名、盆 そ の 他

6 15 10 5 8 2 
一 一 一

? 31 21 10 4 4 1 
一 1 (種付適合牛の男別}

8 31 1 7 14 8 8 8 4 1 (プロワ移動)

9 25 13 12 2 4 金

一 2 (牛の退牧〉

(乾草運搬〉

合計 102 61 41 12 13 8 4 4 
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5 稼勤時間の内訳

表ー 11は襟裳牧場の日報よ b集計した結果を示すが、牧草作業期間の 6月1日より 10月 10まで

の222日の中の各作業の作業日数は最後の欄忙示す通りであるo 但し作業日数は 0.5日単位で集計し

てあるO 即ち1.2番合計で刈取作業(1[1 2. 6 %、反転作業忙、 1 8.096'、集草作業 11. 5 %、梱包運搬

作業(1[1 4.6%、サイレージ収穫運搬(1[57.0%を費している。稼動時間を闘場作業時問、回送時問、

整備時間等K分けて、その比率を表中忙示してあるが、 トラクタ別では実作業時間率は平均 71%で、

我々の過去の調査と大体似た値と在っているo 回送時間は作業が単純左為か、l予想外K小さく 2%程度

忙止まっているo

表-12は白金での稼動時間の内訳を示す一例であるが、圃場内作業時聞は 81--61%で平均 71 

%で前例と同一値を示しているが、回送時間は 12.8%と前例より高い値と左っているO

表-13は白金までのトラクタの 1日の稼動時間を調査した 1例であるが、 1日400分以上の稼動

割合は約 50%の日数と在って会り、 10時間以上の稼動日の割合は 11. 5 .9-o'(I[在っているo

表-11 稼動時間の内訳調査結果

襟裳肉牛牧場(1 9 7 0年トラクタ運転日報より)

ド ¥
稼動時間内訳 合計稼動時間忙対する割合 作業日数

作業回送整備休止合時計間 作業時 回送時整備メ時ロ』 休止時
時間時間時間時間 割合割合割 割合 (05日単位籍十)

インタ -434 48h 79 1h 2Y 8h 9315h 8869h 85 69% 8 1% 8 597 6 2293 6 日
103 

ト

" " 343.5 12.3 542 77.0 487β 705 25 lHI 16.0 54 
フ

ク
インタ-6 2会 350.1 105 502. 591 469.9 74.8 2.0 10.7 12.5 5 8 

" " 560.5 14.3 42.3 188!7 805.9 69.0 20 55 235 104 
タ

フォード 5000 363.0 12.9 312 91.7 也989 72.5 2.5 65 185 7 6 
男o

小型トラック 3483 05 210 379.7 749.5 465 O. 3.0 505 1 03 

1 番草刈取 681 7D 103 7.5 93.9 72.6 84 11β 8.0 12 

牧 2 番草 刈取 76.7 6.1 13.1 19β1155 66.5 53 113 169 16 

1 番草反転 113.9 13.5 279 32.0 187.2 60.8 72 14D 17.1 1 7 

草
2 番草反転 117.7 6.3 7.2 150 1462 805 4.3 4.9 10.3 23 

1 番草集草 580 6.7 4.3 12.4 815 713 82 53 152 Il 

作
2 番草集草 759 61 12 13.0 961 789 6.3 13 135 1 4.5 

1 番草 梱包 39.3 46 2.2 10.9 57.0 68.9 81 3.9 19.1 7. 

業
2 番 草 梱 包 34.5 38 3.0 58 47.1 73.2 8.1 6:4 123 10.5 

乾草運搬 69.0 50 1.0 22.8 978 706 51 10 23.3 15 

別
1番草メl版細断 157.7 53 155 275 206β 765 2β 7.5 13A. 21 

2番草刈取細断 1112 4.5 72 250 147β 74β 3.5 岳9 17.0 1 9 

サイレージ運搬 613.1 102 732 1155 812.0 756 12 9.0 142 86.5 

注:トラクタ稼動時間は 4/1より 10/10の問、牧草作業は 6/1より 10/10の聞の関係分のみ
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表-12 稼動時間内訳

平均値

一
切
「

範
一
例

模
一

金
一
左

年
一
秀

6

一
優

主要左作業|①フォレ・ジハーベスタ|①テッダ③レーキ

文は作業紹昼 ③ベーラ ③ワゴン ③ワゴン

回送時 間 1. 7.4 % 8.1% 

整備期間 9.0 1.4 

休止時間 1 2.1 9. 1 

作業時 間 6 1. 5 8 1. 3 

-昼食・定時休憩時間を除外して算出

・トラクタKタコグラフを装着して 29日間調査

表-13 稼動時間(昼食等作業意志の左い時間を除<)の分布

F-3000 トラクタ F-5 0 00 トラクタ l

1日の稼動時間
回数割合 日数割 合

1..0 0分以下 2日 8.7死w 8日 7.9% F-3000トラクタは主と

100分-199分 8 13.0 7 18.4 てワゴンとワッフラ・テヲダイ乍

業。
200 -299 8 13.0 会 10.5 

300 "'-'399 1 4.3 7 18.4 F-5000トラクタは主とし

400 ......499 会 17.4 7 18.4 てF. H. とベーラ作業。

500 -599 5 21. 7 8 21.0 

6 0 0分ιし土 5 21. 7 2 5.3 

言十 23 100 3 8 100 
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6 ヘイレージの詰込日数と詰込トレーラ台数

表- 14は白金での 6基のハーベストアK対する材料の詰込日数等を示したものであるo 1基のカタ

ログ詰込量は 230トンとされているが、との表での実量は不明であるo との 6基K対して 6月 20日

より 7月 31目立で41日間で作業が終了しているが1台当り平均期間日数は 11. 5日で実日数は 8.7 

日/基と左っているo

表-15は訓子府牧場での 1基K対する調査結果であるが、との例では総草量 248トン(総乾物量

116 トン)を追詰めの日数を含めて 16日の期間で終了しているo トラック 66台、 トレーラ 20台

で運搬しているが、 トラック 1台の平均積載量は 33 4 0 K夕、 トレーラは 27 0 0 Kタ程度と推定される。

との牧場では運搬距離が離れて長夕、 トレーラでは能力が低いから、 トラック 2台忙して運搬能力をI

高めるととの収納期日は余程、低下するものと考えられる。在な司If子府では 4.5本のサイロえの詰込み

VC6月 16日より 11月 5日までの問の中 103日稼動しているから 1本当り平均 23日を要してい

る@白金との差は運搬能力 Vてよるととは云うまでも左い。

表-14 サイロ詰込日数と詰込トレーラ台数

昭和 44年度白金模範牧場

1 2 8 4 5 6 平均

口圭士口 f入 期 問 凶o~MUV419~~む~~ 7/6--7/11 7/6--7./18 7.A2-'I./22 'V22-V31 

期 問 日 数 1 6 1 3 6 1 3 1 1 1 0 11. 5 

実詰込日数 1 3 9 6 7 9 8 8.7 

詰込トレーラ台数 1 0 0 1 1 6 7 6 8 5 8 5 8 1 90.5 

追 三ロ士ロ 日 数 2 一 1 8 2 8 2.2 

追詰トレーラ台数 6 一 2 8 7 7 5.0 

表-15 ハーベストアえの詰込み量、期間等(訓子府〉

本 三日土ロ め 追 三口士口 め メ口~ 計

月 日 6月 17日"-'7月 7日 9月 14日-25日

総草重量 215.769 K9 32.145 Kタ 247，914K9 

総乾物量 101，004 Kタ 15.213Kタ 116.2 1 7 K9 

トラック 58台 8台 66台

トレーラ 13台 7台 20台

作業日数 16日
』

備 平均水分 53.1%
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7 収穫組作業

サイレージ収穫作業の能率を支配する大き左要因は運搬体制の良否及び吹上(荷下し〉作業の能率忙

関係するものである。従って今回の調査で・はこの点K一つの中心を置いてあるo 表-15は白金で

の8回の調査の結果を集計したものである。運搬作業K関係する要素はトレーラの積:載量、距離、速

度、台数、損失時間等多いが、基本的Kはフォレジハーベスタの能率を低下させ左いよう左運搬体制並

びK吹上作業の体勢を整えるととであるo

色) 積載量:運搬車(ファームワーゴン)の積載能力は 1.5 トン~2 トンと在っているが、水分との

関係が強い。積載量と水分との関係の調査結果を図示すると図-9の通bであb、 50%で1.7 5トン

前後と左っているo との積載量では大規模牧場としては不足で将来は 2倍ιL上Kしたいものである。

(2) 運搬距離並びに運搬時間:当牧場の基地と圃場との位置関係は比較的良好である。本調査での運

搬距離は1.3 ~ 2.0 Kmであるo その往復所要時聞は 1 会 ~41 介を要し平均速度は 9 Km/h 内外である。

との速度はトラクタ運搬の予想速度と一致している。

。)切込み、吹上時間:とれはハーベスタ及びプロワーの能力で支配されるととは云うまでも左い。

表ー 16では正味時間と停止時間とに分けて示してあるo ハーベスタでは停止時聞は 0分から 29分に

及ぶ例まであったが、との 29分は異例として集計から除いであるO 備考欄K示すよう忙種々の原因K

よる機械の停止は意外に多いものである。

吹上作業での停止時間も同様である。最も問題と在るのは、プロワのつまりであってとの表Kは示

されてい左い 7月 15日の例では 8回も発生じている。

表-15の例を図で示したのが図-1(:)であるo 3台の運搬車を使用しているが、 2号車への切込

みが 9時 53介K開始され 10時10分噴終り直ちに運搬を開始しサイロの処へ 10時 15分頃到着し、

数介の準備の後吹上作業に掛っているo 1 0時 40舟Vてとの作業が終り帰路につき、 45分に閉場K到

着し切込み陀掛っている。フォレジハーベスタでの運搬車への切込み作業の処で斜線を引いてある部分

は機械が運搬車を待つ為と、その他の事情で待機した無駄左時間であるo 同様忙プロワの処でも待機時

聞が斜線で示しであるo との作業はハーベスタが中心と在る作業であるから、 トレーラが聞場とかプロ

ワの処で少し待つ方が理想的であるo プロワの待ち時間が、ハーベスタのフノレ作業の下で生ずるとすれ

ば、その場合はプロワの能力がハーベスタを上廻るととを意味してお、り、何等不都合の左い時間と云え

る。との図を上述の観点から見ると、ハーベスタは殆んどの場合僅かであるが運搬車を待っているo 即

ち運搬能力が少し不足しているととを示している。場合十てよっては 1台運搬車を増すととは必要トラク

タ等の増加を意味し、経済的問題も生ずる恐れがあるが、との場合トラクタ忙余裕がある筈であるから

1台運搬車を増す方がよいととに在る。今一つの問題はプロワの能率はハーベスタの能率より少し上廻

ってはいるが、や L不足している点である。少くも 30 %増の能力を発揮すれば運搬車を増ぎを〈ても

よいとと忙をる。更忙次忙述べるダンプボックスをプロワの処K置けば事業は好転する筈であるo との

外プロワの能率忙関係する大切左問題としてプロワ忙適貴を均一K供給するか否かがあるo 当牧場て我
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々の見た限りでは、ファームワーゴンからの排出忙むらがあ b、プロワの均平装置の働きも悪〈補助作

業員の均平作業も完全とは云い難〈、との辺氏もプロワの能力を落している原因を考え得る。時として

プロワをつまらすことすらあ b、太き右:損失時間として現れている。

その他プロワの処での出発までの準備時間、吹土準備、セット時間、圃場での出発迄の時間等がある

が、セット時間の短縮等忙対するプロワの附近でのトラクタの運行操縦を容易十てする農場設計上の基本

的問題等も今後検討の余地がある。

訓子府ではファームワーゴン(トラクタ 1号車で1駆動)をプロワの処K固定して荷受け専用のダンプ

ボックスとして使用しているo 即ちトレーラ、 トラック等で運搬されてきた材料をとれに受けてプロワ

忙供給する方法をとっているo ただ残念左がらトラックK積載されてきた材料の全量を速かにとのボッ

クス忙移し得左いから荷下し時間の節約陀余b役立ってい左い。運搬K荷下し装置付きのトラックと

ダンプボックスの利用Vてより牧草の高J断E機械の能率的運用Vてついては、北海道としても昨年末より検

討が加えられて:}，..!J、既忙今日では国産品で実用的在ダンプボックスの試作も終っているから、能率的

十て金量をダンプボックス忙移せる見通しが立っている。との場合は、 トラックの輸送能力は格段の差が

出てぐる。従って不完全左ダンプボックスである点を考慮して、次の実態を検討してみたい。

表-17は訓子府での 8回の調査結果の集計表であるo〆伍1、必8は運搬にはトラックのみを使用し、

必 2はトレーラを併用した例であるo トラックのみの場合はノ、ーベスタは 40"'" 5 0分の待時間があるo

との時聞は他の作業忙活用されてはいるが、大変ま時間とをっているo 当然プロワーも間歌的左使用方

法と在っているo ただ興味ある点は吹土時間であるo必 1は白金の場合と I台当b同じ時間と在っては

いるが、積載量忙大差があるから、吹上能率は高〈在っているo 即ちと込ではサイロの処忙男 1人、女

1人を配置して供給量の均一性等K配慮が払われているのみならず、ダンプボックス忙よる均一供給法

忙よる点も関係している事情Kよるものである。 6月 23日の作業を図ー 11で、また 7月 30日の運

搬車併用の場合が図ー 12 (!L示しであるo との闘場での待機時間は図-13の如き 2日作業体系で示さ

れている翌日分の刈取りとか、図-14の如〈集草作業K利用されている。プロワーの処の女性は時間

給の職員の婦人であるから、自宅忙帰るととができるが、一般的体系としては問題があるo 図からも容

易忙理解できるよう忙、 トラックのみの場合、今 1台のトラックを加えても、待時間を生ずるが、 トレ

ーラを 1・台加えると、無駄時聞は殆んど左〈在る。もし前述の如〈、ダンプボックスが完全左ものと左

ると 10数分の貨隣守と在夕、 トラッ 92台で完全左体系が組める筈であるo

在長図ー 13の2日体系であるが、天候不順の時とか好天ま場合は 1日体係として午前中K刈取りと

集草を行い午後収納する場合もあるが、何れの体系忙しても運搬能力の不足による損失時間の過大忙在

るととは避け得ず、集中的作業を行い得左い点は不利であるo

えりも牧場での調査は 1例のみであるが、表-18と図-15忙示すcとの牧場ではパンカーサイロ

を利用している為荷下し作業は 1台当り 6.1分と僅少左点が一大特徴である。勿論サイロ内での蹴6み
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と治、均平作業忙はプノレドーザとか人員が男r1VC必要ではあるが、作業そのものは能率的K行われてい

る。図に見られる通り運搬距離が短い為もあ.b3台のトレーラで圃場作業はハーベスタの待ち時間も在

〈、トレーラも殆んど待つとと左心理想的作業が行われているo 但しと Lでは、ハーベスタの関係で

直勘<!j.bを行っているo

表"'-.1.9は日高の種畜牧場でのサイレージ作業の調査結果であるo との調査は長辺約 500mの圃場

で、 9月8日、 4日の両日忙亘タ実施したが、午後から午前忙在っているので 1日の作業量と考えてよ

い。当牧場でのとの作業は、 2台のフォレジ・ハーベスタを同時K使用し、 1台はピックアッフ¥

他はダイレクトカット Vとして、 2台を組みとして使用している。

特VC2番刈bでは、ダイレクトであるが、つまりが多〈能率が上ら左いから、モーアで刈 b、レーキ

で集草し、ピックアップし細断する方がよいとの考えであるo しかしピックアップのみVてすると、モー

アで刈ったものを残し、雨K会わす危険もあるので、ダイレクトを併用し少しの草も無駄忙した〈左い

との配慮を払っているo 4台のワゴンを使用し、ワコ令ンは空いた方の機械忙行っている。両日の合計で

ダイレクトカット 7台、ピックアップ 9台を運搬している。

1台のトレーラの平均サイクノレ時間は、 67.金分、 62. 7分であるが、との中(ζはトレーラの不足の為

忙ハーベスタが待つ時間約 15分を含んでい左い。とのサイクノレ時間中での大き左損失時間は、 トレー

ラの取bはずしの 2.6，_ 3.1分及び 8.5分の停止その他の損失時間であ b、 15分の待時間を除いた全

時間の 16，.._， 1 8 %vても及んでいる。との運搬作業で『の特徴は、運搬速度の平均が 15Km/hrvても及

び、白金の 9Km./h rと比較忙左ら在いものに在っている点であるo フォレジハーベスタの能率は、

実測値:'l:よればダイレクトカットで 7 トン/時、ピックアップで 8.7 トン/時、またプロワの正味吹上

能率は、前者が 1O. 6トン/時、後者は 8.8トン/時と在っているo 1日の処理能力は、 2台のハーベ

スタで 31. 7トン/日 K在った。ととで一番の問題は、 2台の J、ーペスタ VC4台のワゴンの組合せでは、

ワゴンが少左〈、 15分の待時間を作っているとと、プロワーが 1台の点であるo もしハーベスタが効

率よ〈動けばプロワが問K合わ左いことに在るo 従って、との例ではワゴン台数の不足が制限要素K左

っているo
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表-16 へイレージ収穫忙長ける作業時間 (企 4年白金)

調 査 番 号 .!16. 1 /伝 2 ノ伍 8 

調 査 年 月 日 844年 7月 29日 844年 7月 30日 S生生年 7月 30日

調 査 .L仁2ヨh 数 1. 1 8 1 0 

平均 最大 最小 平均 最 丈 最小 平 均 最大 最小

一台当b全切 込時間紛 20.6 45.8 14.0 15.0 17.0 14.0 15.6 17.0 14.0 

切 正味切込時間(11) 16.0 19.8 13.5 13.9 15.4 1 3.2 14.4 15.4 13.6 

込 切込作業中の停止時問。) 0.9 3.1 0.1 0.2 0.8 。 0.3 1.2 。
イ乍 備 燃料消費量 (.eノ缶) 2.8 3.1 2.6 2.9 3.3 2.7 2.6 3.1 2.8 

業 ピックアップ忙異物つまる 木片ピタクアップKつま 調整(2凪 1分、 4.7分J
停止理由 ( 3回)エノレボのつまり る 20秒1回) 打合せ(.1.2分)

考
とオーガ巻る付f1(恒8回9外))湿
拙でぬけ 2 

一台当り吹上全時聞の 20.1 39.7 10.2 19.3 37.2 14.2 14.7 22.5 10.8 

吹
正味吹上時間(吟 17.3 24.4 10.2 1 6.5 19.4 14.2 14.6 22.0 1 0.8 

上 イ亭 止 時 間併) 3.2 1 8.4 。 2.8 1 7.8 。 0.1 0.5 。
イ乍 途中ワゴンの向修正つま グエMリーfス句ア確ッ認フ1と2.5分

イ亭 止 理 由 タ(2回)18.2分、 17.2分 ベノレトス 、

業 リップ 18.5分

運搬時間(一台往復〉 の 18.5 2 7.0 14.0 1 7.2 21.0 14.0 2 1.0 41.0 16.0 

待
ろレジハーベスタ待時聞の 5.8 2 0.7 。 2.4 4.5 。 3.0 8.7 。

時
プロワの待 時 間(11) 3.5 21.0 。 2.6 13.0 。 2.9 12.0 。

間
ワコ'ンの聞場での待時間(11) 8.0 2 5.1 。 1.0 5.1 。 2.1 5.9 。
ワゴ幼3プロワを侍ヨ寺間(め 9.4 42.2 。 0.8 3.0 。 1.4 6.0 。

雑 時 間 ぬ 2.4 2.2 2.0 

サイクノレタイム(時間) 1.4 2.0 0.9 1.2 1.9 0.9 1.1 1.3 0.9 

積 載 重 量 (K~タ) 1.825 2，000 1，545 1，690 1，930 1.445 1，677 1.835 1，540 

平 均 水 (%) 53.1 63.7 45.1 49.6 53.6 34.7 47.7 5 0.7 44.7 

平均運搬距離(片道)(Km) 1.3 1.3 2.0 
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図-9 牧草水分と積載重量の関係(白金牧場)
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表-17 へイレージ収穫にかける作業時間 ( 4 5年訓子府)

調 査 番 号 J伝1 .116.2 J筋8

調査年月 日 S 4< 5年同 23日 S 45年 7月30日 S 45月 7月31日
一

調 査 i亡Aヨ、 数 6 4 2 2 

平均最大最小 平均最大最小 平均最大最小 平均最大最小

切 一台当全切込時局 3 1. 8 3 8.0 26. Cj 23.426.220.3 21.6 23.8 19.4 2 8.2 3 2. Cj 2 5.4 

込作業
正味切込時 2 9. 9 3 6.2 2 4. 8 20.223.118.4 19.Cj 21.3 18.6 25.3 27_!:1 227 

備考 とι濯ね貰左らt疎うである。
吹 一台当り吹上込全時時国間 20.0 21.7 17.1) 2 2 0 2 2. Cl 2 1. 2 17，620.215.0 25.5 27.0 24.0 
上

正味切 17.2 19.5 15.2 1 9.0 20.1 1 8.4 10.3 12.4 8.2 20.522.019.0 
業作

備 考 と呼匙酎量陣うであ~
同齢

運搬時間(一台 )側 1 8.2 2 0.3 1 5.9 10.1 11.4 8.6 2 0.8 2 1. 8 1 9.8 14.516.013.0 

待 ハーベスタ側 41.3 43.9 38.7 40.0 42.0 38.0 ー ー -1 49.5 ー ー

時 ブ ロ 一 ワ的i fi 3.5 fi 9.3 4< 6.4 φ2.fi 43.0 4 Z:-O ー ー -1 48.5 ー ー

間 トラックの園場紛 2.1 3.0 1.0 4.1 7.0 0.5 2.fi 3.0 20 8 5 2 

サイクノレタイム(時間) 1.2 1.3 1.1 1.0 1.1 1.0 1.2 ー -1 1.3 6 ー ー

積載重量(匂) 3.418 3.ワ503.100 3.330 1. 790 ー ー ー

平均水介(%) 6 1. 0 B 3.5 5 3.5 

平均搬距離(片道)(kmj 4.1 1.9 1.Cl 1.Cl 

運搬車輔 トラック トラック トレーラ トラ y ク

図-1 1 訓子府牧場の牧草運搬作業

:ιζ 

ロ
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図-12 訓子府模範牧場のサイレージ収穫作業時間配分

図-13 作業日誌集計結果、代表的 2日作業体系(百11平府)

9 ]0 1] 12 

， ・・...........回目目・a田・・・目・・・・・
1 

サイドレーキ

I _ 1第 1日目

2 8 

|へイマスタ

思 t

4 

フォレジハーベスタ

食

5 

トラック・トνーラ・フ・ロワ'-I

{一 一-1第 2日目

G時

毎日同じ作業手順をくり返す。前日刈取分全量を翌日処理する体系である。

( 1日の刈取り面積は 2'""-'3 ha ) 
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図-14 訓子府牧場の牧草収穫作業日報

S会 5.6.2 4 

時亥u
作業 9 I I 1 1

1
1
0 ~11 1，2 113 11企 115 16 1 r; 

刈取作業
思 レケシ///ンラフラ~

集草作業
怪盗笠l 際薮:t~~:E~蕊1 休

い理塾(医薬一惑一盛翠璽を議議籍調'. '. み収穫作業 ~~:~:~ì滋 1\:1~ぷ~i~~~没\~~:\~\j

運搬作業
|璽 |蓮 相| 属 ~ l軍| 医l 日豆|

吹上作業
匡三ヨ 匡雪 圏 匡ヨ

ただし、運搬車はトラックである。
集草長よび収穫作業と同一人でかけもち運転を行在っている。

表-1 8 パンカーサイロ体系での作業時間(えりも)

調査年月 日 S 4 5年ワ月 27日

調 査 4EコA、 数 1 2 

平均最大最小

切 一台当全切込時原 21.o 24.7 18.5 

込

作
正味切込時間 1 7.8 21.o ] 6.4 

業 備 考 との差は待期時間である。

荷 叩荷下し明 6.1 8.o 4.4 

下
し E味荷下し時間 2.0 3.6 1.0 
イ乍
業 備 考 との差は計量時間である。

運搬時間(台牲働側 6.ワ 7.5 5.0 

待 ハ ーベスタ制 。 。 。
時 荷 下 ぽ時 8 6 。
間 トレーラ園場制 1.2 5.3 0.5 

サイクルタイム(時間) 0.5 0.7 0.4 

積載重量 (k9) 840 s.loO 740 

平均水介 ( % )

運搬距離(片道) 0.55 (Km) 

運 搬 車 輔 トレーラ
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図-1 5 エリモ肉牛牧場のサイレージ収穫作業時間配分

サ

イ
ロ

領1

表-19 サイレージ収穫K長ける作業時間

ょ--------
タ.イレクトカット ピックアップ

平均 最大 最小 平均 最大 最小

トレーラ取り付け・その他 2.6' 3.5 1.5 2.9 4.7 1.7 

圃 E 味 切 込 作業 16.1 19.4 14.6 1 1. 7 13.9 8.9 

場 旋 回 0.6 1.3 0.4 0.3 0.8 。
イ乍 停 止 . そ の他 1.0 2.9 。0.3 1.ワ 。
業 トレ一芳反りはずし・その他 2，6 3.4 1.5 3.1 5.3 1.0 

言十 22.8 23.5 21.0 18.3 24.3 14.3 
， 

平 均 最大 最 小

運 積 載 時 1 2. 3 1 4. 3 9. 7 

搬
二ゲ乙百 車 時 1 1. 5 1 7. 0 8.6 

業作
小 計 2 3. 8 3 1. 0 1 8. 3 

吹 吹 上 げ 準 備 1.6 4.0 O. 5 

上 吹 上 げ 作 業 1 O. 7 1 4..0 7. 1 
げ

停止 -その他損失 8.5 1 7. 8 2.4 
イ乍
業 言十 2 O. 8 3 5. 8 1 0.0 

トレーラのサイク Jレ時間 67.4 90.6 48.3 62.9 91.4 42.6 

積 載 重 量(匂) 1.864 2.240 1.250 1.686 1.910 1.420 

1 9 7 0 

(日高) (分〉
_， 

備 考

-フォレジーハーベスタ -jsトレ

ーラを待つ下記の時間を除

いである。

ダイレク卜 ピックアップ@

平均 15.4分 15.3分

最大 35.7 31.8 

最小 1.8 。
-測定点 7 10 

-平均水分 78.3% 70.3% 

待時間を除〈

LJ!. 業 条 件 フォレジハ←ベスタ 2台、ワゴン会台運搬トラクタ 8台、距離 3Km
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E 各機械化体系の比較

上述してきたように、各牧場の実態調査の結果は¥夫々条件が異.!:J¥しかも、今後の改善すべき多ぐ

の問題を持つてなれそのま込比較するととはでき左い。更K現行機械化体系にとらわれるのみでは数

年後K大き〈変らんとしている事態に対処でき左い。従ってと〉で、は現実を加味し左がらの理想的体系

を想定し、我々の目標としている機械能率の下で‘の各種体系について、機械利用経費の面からの規模の

検討を加えるーとと Kある。特Kと与に上げる体系は大規模経営を前提としてを久次の点K特徴を持た

せである。

(1) 多ぐの機械類は現K利用されているものであるが、高性能機械として自走式のフォレジハーベス

タ及び¥へイコンディショナ付きのモーア(モーアコンディショナ)を利用した場合に重点を置いてあ

る。

(2) 最少労力での運営を目標として、ベーノレローダ、ヘイコンベヤ・等をも芳慮K入れての能率を考

えた。

(3) 運搬問題がポイントに左るととは強調してきた通りである。従って、この体系では運搬はトラッ

クの使用を主体としている。 トラ y クはダンプ。にすればよいが経費の面より知里があるので訓子府模範

牧場で実施しているよう Kアンローディング装置を取付ける費用を見込んだ価格を用いてある。しかしぺ

問題はブロワーの処で、いかK迅速陀労力を少在〈して荷下しするかであり、引Ivr:プロワに附設されて

いるととろの自動的にプロワの能力K合わせて材料を供給し得るダンプボックス等の中陀荷下しするよ

うにした。

(4) 調査結果によれば一般K機械の能率が予想外K低いが、とれは機械の取扱技術特K事前の整備

(ナイフの調整、研磨、各部の締付け等)ltL問題があると思われるので、整備の専任者K よって十介整

備されているとと、闘場の区画整理、異物の除去等が左されての条件下での能率を想定している。

(5) サイレージ体系では乾草を除ぐととはでき左いので結局乾草・サイレージ両者を組込んでの体系

を組むとと比した。しかしへイレージ体系でも僅かとは云え乾草を現実Kは収穫しているからとの方も

考慮し左ければ左らぬが今回は除いてある。

以下計算基準とじての牧草の収穫割合及び機械の能率を表-2 0・2lltL示す。牧草は 8回刈りとい

1期間 30目、期間稼動率 75 %で実動 23日とし 1日10時間の拘束時間中園場時間 7時間で期間

1 s 0時間の実作業時間を想定するととK在る。但し 2・8番草は 40目、 2 1 0時間までは可能と考

えた。

図-16ltL示す体系 Iは現在普及している一般的機械を中心として組まれた在来のサィレージ、ヘイ

の体系である。体系 Eはサィレージ体系ではあるが、自走式のモーアコンディショナ・フォレジハーベ

スタ等の高性能機械を使用した大規模経営を想定したものである。体系Eは Eと同様であるがパンカー

サイロを考えた場合であるb 体系Eの荷下しが合理化しであるので、作業能率は Eと同様K孝るo 体系

Nはmイレージの在来体系、 vはへイレージのー高性能機械化体系で‘ある。
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図 -1 7は5体系を図で示したものである。とれらの各体系毎K トラクタ・機械等の台数を変化させ

た場合のha当り必要時間・人員等を表-2 2lrl.一括して示しである。各機械が 1台宛の場合のha当b必

要時聞は個々の作業の単在る合計K左久表-2 2の体系 Iの 1lrl.示すよう K乾草では 7.7時間をサイ

レージでは 7.2時間を必要とする。従って表 20の牧草収穫割合K従ヲて、 ζの両作業時間より按分し

てl番草K対して 160時間で経営可能左面積を求め得るが、との場合 21. 9 haと在る。この 21. 9 ha 

k対して乾草・サイレージの割合の異る 2・8番で、作業が可能であるか否かをチェ y クする。との場

合は乾草・サイレージ共lrl.ha当り所要時間K差が左いから可能左ととは明らかであるが、 Eの8の体系

等の如き場合では問題と在る場合もある。との 21. 9 ha以上の面積を消化するKは機械の台数を増さ左

ければ左ら左い。 トラックとトレーラ各 1台を増した場合は 34 halrl.面積を増すととができる。との場

合を体系 Eの 8のトラック 2台、 トラクタ 2台の体系について述べる。次の考え万はPRTの考えを用

いたものである。即ち、表-2 1の下の図で自走式モーアコンデ、ィショナ (SMO  )の作業と 1台のト

ラクタでのテッディング (TE)、他の 1台のトラクタでのレーキング (RA)の三作業は同時比作業

が可能である。しかし、ベーラ及びベール運搬作業Kは、 トラクタ 2台の外、作業員を動員し在けれ

ば作業が出来左い。従って前の作業の一番時間の掛るテッダ作業が終ら左ければ、ベール作業ができ

左いこと K在る。ベールイ乍業では、ベーラ (BA)が作業を明始して間も左くすると、ベールローダ

(BL)でトラシクK積込みを開始できる。積み込みが終ると運搬(T 0 )して荷下し(B 0 )を行っ

て闘場K帰ってくる。その間 2台自のトラックK積込みを行う。従って図の如 (BL、 TO、 BAは同

時作業が可能であるが、 TOとBOとは直列の作業しか行え左い。との三作業で 1番時間の掛る TO-

BOの 1時間カk この三作業の支配時間と在る。従ってとの乾草作業での必要時聞は太線で示す時間の

合計と左り前の作業の 1時間と後の作業の 1時間の合計 2時間が求める値と左る。との一連の作業Kは

9. 4人時を必要とする ζ とK在る。もしトラック 1台しか在凶場合は BL-TO-BOは直列の関係K

なる。以上の加き考えK従って機械台数を増した場合の各体系の必要時聞が表-22lrl.示しである。との

の考え方は数halrl.区切り左がら作業を行うとの前提K立って長久機械の遊ぶ場合も出てくるが、連続

的作業と在ると計算上の時聞は更K少し短縮されてくる。

図-18は経費計算を行った結果であるが、変動費の算出基礎は図の中K示し、固定費は一般K用い

られている数値を用凶てあり、購入価格の大体 23%位比在っている。各体系共K折れ線と在っている

部介が機械の台数を変化させた場合である。即ちある台数の機械の下では線の折れる面積までが 160

時間K消化できる面積でそれ以上は台数を増さ左ければ左ら左いとと K在る。この図Kよると体系 Iで

はトラクタ 4台、運搬車 4台でも期間を 30日とした場合、 6 5 haが限界と左るが、もし 40日稼動托

すれば 87 ha程度までの面積K高め得るし、 ha当り利用経費も曲線に左らって少レ減少する。体系 Eで

はトラクタ・トラック各 z台は用意し左ければ不利であり、採草地としての経営地 1企 5haを考え得る。

Iの4台の組合せよりは遥かに有利と在ることは明らかであるが、塔型サ勾ロを持っている為、 Eのパ

ンカーサイロ体系よりは闘場作業機の利用経費の面で‘は、や込不罪Jjlrl.在っている。
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ヘイレージの体系Nは 60 ha附近までの採草地経営面積では他の何れよりも有利で唱ha当り 58.000円

程度の利用経費と在っている。しかしとの場合はモーア 2台K トラク夕、ワーゴン各 4台の規模であり、

とれ以上、台数を増し作業を複雑忙しても、経費ー面では、余り有利K左ら左い。むしろ 10 0 haを越える

場合はVの体系を有利とする。もしVの体系でトラックを 2台比すれば 20 0 haまでの可能性が出てく

るとと K左れ ha当り利用経費も 3.0.000円程度K低下させ得る。在金体系Vではトラクタ・モーア

・レーキ等は不用ではあるが、実際の経営Kは 1セットは必要在ものとして加えてある。

在なヘイレージ体系では乾草が無い為K期間稼動回数を 25日位までK増すととも考えられるし、作業

の単純さ Kよるロス時間とか、精神的左有利性等の面も忘れるととはでき左いが、と込では、とれらは

示されてい在い。在会ha当り生草 4 トンとし、白金等の如ぐ 6本のサイロを持つ場合は、材料が僅かK

不足するとと K在るから、一日の稼動時聞か期間を少し増さ左ければ走ら在い。現実Kは、一番草を40

日位で処理しているので、その場合は、十チト聞に合う計算と在る。

表 -2 0 牧草の収穫割合(生草)

項目 収穫比 10 a当収穫量 1 番 刈 2 番刈 8 番刈

(生 草) 年間 t~/1 u' a t qも t qも t % 

サ体 草E 草 o 5 1. 3 3 0.4 5 2. 5.0 0.4 8 4 O. 0 O. 4 0 4 O. 0 

イ
レ サイレージ 1.0 2.6 7 1. 3 5 7 5. 0 O. 7 2 6 O. 0 O. 6 0 6 0.0 

ジ系 言十 4. 0 0 1. 8 0 1. 2 0 1. 0 0 

へイレージ体系 4. 0 0 1. 8 1.2 1.0 

表 -2 1 試算比用いた作業能率値

作業 ha当り

作業機名 規格
作(業m巾) 作(m.業/速s度) マぁ 作業能率 備 考

(ha/h) 作業時間

ロータリモーア 後装デスク 1. 6 2.3へ~2 8 7 5 1.0---1. 2 0.8""1.0 作jれも一番草

モーアコンディショナ 自走式 1.6.........2.3 0.6'"'-'0.8 
基準。

2. 7 7 5 1.2へ-1.7 
2 ・8番草で

"" イ ア ツ 占r ジャイロ型 3. 3 2.0へ~.6 マ0 1. 7.........2.2 0.4仔】06 は能率は同様1

フィンガー
又は高まる。

"" イ 1ノ 一 キ
ホイー Jレ

3.6 1. 4へ~2.4 6 5 1. 2'"'-'2.0 0.5べ -0.8

"" イ
"""' 

一 フ
タイト・

一 0.8.........1.3 7 0 0.7へ-1.2 0.8へ-'1.4
トワイン式

フォレジハーベスタ
牽引

0.8'"'-'1.3 5 5 0.55----09 1.1.........1.8 
ピックアップ

1/ 
自 走式

O. Ç)~】1. 4 6 0 1.1""1. ? O. 6'"'-'0. C) 
ピックアッフ。

-63ー



I 

記
τEラコ

SMO 

MO  

TE 

RA  

BA 

日L

FH  

SF 

DB  

B 

TR  

TO 

BO 

イ庸

考

F乾 草

|¥サイレージ

図-16 体系別使用機械
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図-17 体系図
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表 -22 各体系の作業時間、機械価格等

TR haJQ、 必
叉は 当要 要
TO り時 人
-e コ 間
数 hrゐ 貝

I 7. 7 8 

1 7. 2 8 

2 4. 6 6 

2 4.守 4 

8 3.6 7 

8 3. 5 6 

4 2. 4 8 

4 2. 5 ? 

1 3. 7 4 

1 1. 3 5 

2 2. 7 ワ

2 O. 8 6 

2 2. 0 ? 

2 O. 8 6 

1 3. 7 4 

1 1. 3 5 

2 2. 7 ? 

2 O. 8 6 

8 2. 0 7 

8 O. 8 。
1 7. 7 8 

2 4. 9 5 

8 3.5 6 

4 2.5 7 

1 1.3 5 

2 O. 8 6 

延
r、、 機械購入

人望 イ庸 ラ考

価格
時と

1.5.7 

1 8.2 

1 9.3 

1 6.3 

1 4. 9 

1 6ワ

1 4..9 

1 4. 3 

1 0.4 

5. g 

9. 4 

4. 7 

9.4 

4. 7 

1 O. 4 

5. 9 

9. 4 

4. 7 

9. 4 

4.7 

1 8. 7 

1 9.5 

1 7.2 

1 4. 8 
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万円
H:乾草

8 1 C) 
s :サイレージ

1. 0 5 4 

1. 2 Cj 0 

1. 6 0 2 モーア・テッダ各 1台を加える口

2. 2 0 8 

2. 4 5 8 

2.8 9 4 

1. Cj 4 2 

2.1 g 2 

2，6 2 8 

6 8 8 

Cj 2 4 

1. 1 6 0 

1.4 3 7 

1， 7 3 2 価格にはトラクタ・モーア

1. C) 8 2 レーキを加えである。

左図は上表の hらく 等ゐ算出法を示す例で、ある。
na 

( JI・8乾草)

太線が支配的時間と在る。
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体系別利用経費

計算基礎

ガソ~ン

軽油

50円/1-

23 " 

オイノレ 330 " 

人件費 150円/時

ベーラトワイン代 1，870円/ha

50 100 

経営面積 ( h a ) 


